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2022年度藤原賞の受賞者決まる (2) 

 

受賞者 ：  岩崎俊樹  （東北大学大学院理学研究科）  

業 績 ：  大気力学や数値モデルに関する研究ならびに気

象学・数値予報発展への貢献  

選定理由 ：  

岩崎俊樹氏は気象庁と東北大学にて長年にわたり大

気力学や数値モデリングに関する研究を行い，大気大

循環からメソスケールに至る様々な大気現象の理論的

理解や数値予報の発展に貢献してきた．同氏は温位面

上での質量重み付き帯状平均を用いた大気大循環の研

究により 2008 年に日本気象学会賞，2012 年には SOLA

論文賞 （ Iwasaki and Mochizuki 2012）を受賞している．  

岩崎氏は，まず気象庁数値予報課数値予報班長とし

て気象庁の全球モデル開発を主導した．そして，その

高解像度化，地形性大気重力波抵抗のパラメタリゼー

ションの導入 （ Iwasaki et  al .  1987a），台風予報への利活

用 （ Iwasaki et  al .  1987b），及び週間天気予報の発展など

に大きく貢献した （岩崎  1993）．東北大学に異動後は気

象力学研究を展開しつつ，学術界と気象庁の橋渡し役

として活躍した．特に，日本気象学会に「非静力学数

値モデル研究連絡会」を設立し，集中豪雨等の防災に

大きな役割を果たし始めたメソ数値予報を学術面から

支える仕組みの構築に大きく貢献した．これまで計 23

回の研究連絡会ワークショップのうち３回を国際ワー

クショップとして開催し，非静力学モデル研究の国際

的な展開にも貢献した．  

岩崎氏はまた，気象庁在職時から移流拡散モデルの

開発に取り組み （ Iwasaki et  al .  1998），その後東北大学

にて地球環境研究総合推進費の代表として大学や気象

研究所の研究者とともに移流拡散モデルに関わる研究

を推進しつつ，気象庁における環境気象の監視システ

ム構築にも貢献した．観測データとシミュレーション
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からデータ同化手法により大気環境を実況監視すると

いう岩崎氏の取り組みは，2011 年の福島第一原子力発

電所事故後に日本気象学会「原子力関連施設の事故に

伴う放射性物質拡散に関する作業部会」の部会長とし

ての活動に活かされ，その成果は学会からの提言や関

連報告として発表されている （岩崎ほか  2015）．  

東北大学にて岩崎氏は，温位座標に基づく極域の寒

気生成・流出・消滅に関する診断手法の開発で顕著な

成果を挙げた （ Iwasaki et  al． 2014; Shoji  et  al .  2014; 

Kanno et  al .  2015）ほか，Brewer-Dobson 循環 （ Iwasaki  et  

al .  2009; Kobayashi  and Iwasaki 2016）や二酸化炭素の

全球規模輸送 （Miyazaki et  al .  2008）に関する研究も展

開した．さらに，降水の日変化 （Chen et  al .  2014），局

地風のドップラーライダー観測 （ Iwai et  al .  2008），「や

ませ」の経年変動 （Shimada et  al .  2014），台風の雲解像

シミュレーション （Sawada and Iwasaki 2010a,b）に関し

ても成果を挙げ，日本域領域大気再解析にも先駆的に

取り組んできた （Fukui et  al .  2018）．  

岩崎氏は，気象庁長期再解析推進委員長 （現在は推進

懇談会会長 ）など多くの公的役職を務めるとともに，地

球観測委員会コヒーレント・ドップラー・ライダーサ

ブグループ主査として研究コミュニティを育んだ．日

本気象学会においては４年間の理事長を含め，18 年に

わたり理事を務め，気象集誌編集委員長や学術委員長

を歴任し，気象学会と気象庁との包括的共同研究「気

象研究コンソーシアム」の発足にも尽力した．  

以上のように，岩崎俊樹氏は，気象庁と東北大学に

て数値モデル開発や気象力学の分野で重要な研究成果

を挙げ，学術界と気象庁との橋渡し役として人材育成

や社会貢献への寄与も大きいことから，2022 年度日本

気象学会藤原賞を贈呈するものである．  
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